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This paper shows how to use iPads in collaborative learning and 
reveals how it affects students' attitudes toward learning English. In the 
experimental classes, students were asked to take videos of their role-
playing in English with iPads. Before taking videos, they made 
slideshows about their role-playing and practiced pronunciation by 
using some iOS apps. The students’ feedback about the method was 
generally positive. Also I found that iPads in collaborative learning (1) 
increased students’ motivation to study English, (2) encouraged 
autonomy, and (3) made them more active communicators. 
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「教育の情報化ビジョン」を策定し、 ICT（ Information and Communication 
Technology）活用の促進を協働学習の場面の中でも取り上げるよう明示したように
協働学習の中での ICT 活用が注目されている。 
 このような学びのスタイルの変化にあたり、長崎大学でも学習環境、授業方法にお
いて大きな転換期を迎えている。学習環境については、平成 25 年度より情報メディ
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2.  本研究の目的 
 本研究では、協働学習の中に、近年教育利用の可能性が研究されている iPad を活
















要であり（Johnson, Johnson, & Smith,1991）、すべての要素が満たされなければ協働
学習から得られる最大限の効果が得られたとは言い難い。 























4.  iPad を取り入れた協働学習の実践 











表 1 担当クラスの詳細 
 
 上記のクラスを対象に初回の授業で「読む」、「書く」、「聞く」、「話す」の 4 技能
のうち一番嫌いな技能は何かアンケート調査を行ったところ、経済学部ではリスニン
グ（38％）、環境学部ではスピーキング（36％）、教育学部 1 年ではリスニング
対象クラス 人数 使用教材 使用教材レベル 
経済学部 1 年 52 名 People at work TOEIC520 点〜 
環境学部 1 年 44 名 Canadian Ways TOEIC520 点〜 
教育学部 1 年 46 名 New York Live TOEIC450 点〜 
教育学部 2 年 43 名 Canadian Ways TOEIC520 点〜 











成るグループ（クラスによって異なる）を 9 つ作っておき、第 5 回目の授業までに
コミュニケーションを円滑に進められる状態にしておいた。授業内では、大きく 5
つ（①内容理解、②発音練習、③撮影、④振り返り、⑤相互評価）の活動に分かれて
おり、作業はすべてグループで進めさせた。授業全体の構成は表 2 の通りである。 
 









第 5 回目 
 
ロールプレイについての説明 
ロールプレイで演じる担当 Unit の決定（グループごと） 
第 6 回目 
 
担当する Part の決定（個人ごと） 
内容理解（個人で担当 Part の翻訳作業） 
第 7 回目 内容理解（翻訳した部分をグループで共有） 
第 8 回目 内容理解（各 Part の要約をスライドにまとめる） 
第 9 回目 発音練習（ロールプレイで演じる Part の発音練習） 
第 10 回目
 














4.2.  iPad の活用方法 
 ロールプレイの練習については、岩居（2013）が提示する「グループワークが中
心の岩居式外国語指導」のステップ①〜③に基づいて指導を行うと同時に iPad の導














リケーションを使用した。例えば、ある学生は「Thank you very much」と発音した




















































 図 3 撮影風景（1）    図 4 撮影風景（2） 
 

















5.  アンケート調査結果からの考察 





経済学部 1 年生が 51名、環境学部 1 年生が 36名、教育学部 1 年生が 38名、教育学
部 2 年生が 30名である。各質問に対して表 4、表 5 のような結果が得られた。 
 
表 4 グループワークは英語学習に効果があると思いますか 
 












経済学部 1 年 2% 2% 14% 78% 4% 
環境学部 1 年 0% 3% 17% 75% 6% 
教育学部 1 年 0% 8% 24% 50% 18% 












経済学部 1 年 0% 8% 35% 55% 2% 
環境学部 1 年 0% 3% 31% 61% 6% 
教育学部 1 年 0% 0% 34% 55% 11% 
教育学部 2 年 0% 0% 20% 70% 10% 


































・リスニングに力を入れることができた。（教育学部 1 年） 
・一人だと分かんないことがあったり間違いがあっても気づかないのですが、みん




とができた。（教育学部 1 年） 
・グループワークということで、周りの人に迷惑がかからないように頑張らないと
いけないという責任感が出て、学習意欲が向上する点が良いと思いました。（教
育学部 2 年） 
・グループで学習したから・もよくなったし英語に関する意欲が高まった。（教育















・私も将来先生になったら利用してみたい。（教育学部 1 年） 
・初めて、iPad を使いましたが、自分の発音が実際はどういう風に聞こえている
かわかったのでよかった。（教育学部 1 年） 
・iPad を初めて使ったので最初はわからないこともあったけど、そこからグルー
プの人と会話ができたのでよかったと思います。（教育学部 1 年） 
・さまざまなアプリを活用してとても効率的な学習ができたと思います。（教育学
部 2 年） 
・グループの人に扱い方を教えてもらいながら活動できました。（教育学部 2 年） 
・最初は苦労したけれど、いつもと違う環境で学習することは、とてもよかったと
思う。これから ICT とか使う機会が増えると思うから、今回教えてもらった使
い方とか、アプリとかどんどん利用していこうと思います（教育学部 2 年） 
 
 さらに「協働学習をまたしたいか」という質問に対しても「絶対にしたくない」
「したくない」と述べた学生は経済学部で 6％、環境学部で 6％、教育学部 1 年生で
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